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総合計 うち国内拠点 総合計 うち国内拠点 総合計 うち国内拠点

事業推進担当者 383 169 57 57 440 226

研究協力者 124 124 33 33 157 157

ポスドク 55 55 39 39 94 94

大学院生（RA) 13 13 8 8 21 21

合計 575 361 137 137 712 498

国際誌 国内学会誌 他 計

 脳神経科学	
44%	

人文科学	
23%	

 社会科学	
2%	

 その他理系	
31%	

ＧＣＯＥ関連発表論文被引用件数 (引用論文分野別割合）	

 脳神経科学	  人文科学	  社会科学	  その他理系	

※ 2008 年 -2012 年に発表された論文が 2008 年 -2012 年の期間に引用された実績

研究活動の成果

本拠点の論文発表数（2008 年ー 2012 年）
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ティー・エス（2008 年）

7. 梶川祥世　赤ちゃんと音楽．『なるほど！赤ちゃん学　ここまでわかった赤ちゃんの不思議』　玉川大学赤ちゃん

ラボ（編）Pp.53-87　　新潮社（2012 年）

8. 梶川祥世　　音声の獲得．　『新・子どもたちの言語獲得』．Pp.47-70.　大修館書店（2008 年）

9. 山中航、木村實　「大脳基底核の内ループ」Annual Review　2013 神経　68-74（中外医学社　編／鈴木則宏、

祖父江元、荒木信夫、宇川義一、川原信隆）　中外医学社（2013/1）

10. 山中航、木村實　「「視床随板内核」（気になる脳部位）」分子精神医学　 Vol.12　No.2　55-60（先端医学社　編

集顧問／樋口輝彦　編集幹事／岩田仲生、加藤忠史、神庭重信、染矢俊幸、山脇成人）　先端医学社（2012/4）

11. 榎本一紀、木村實　「意思決定と行動発現を支える神経回路基盤　—霊長類モデルを中心に」実験医学　増刊号　『in 

vivo 実験医学によるヒト疾患解明の最前線』Vol.30　No.2　114-120　（羊土社　編／御子柴克彦）（2012/1）

12. Hiroshi Kojima 「Mathematical treatments of information processes at synapses」(in press)　Springer（2013/10）

13. 小島比呂志（著・編）、大谷悟他著　「脳とニューロンの生理学」 　丸善出版（2013/10）

14. Hiroshi Kojima 　「Springer Handbook Bio-/Neuro-informatics」N. Kasabov, Ed., “Chapter 35 Information pro-

cesses in synapses,”(in press)　Springer（2013/9）

15. 小島比呂志（監訳）、中村行宏、二見高弘（翻訳）　「脳・神経科学の研究ガイド」　英語原著 （Guide to Research 

Techniques in Neuroscience）　朝倉書店（2013/2）

16. 加藤総夫・小島比呂志・持田澄子（以上翻訳代表）、御子柴克彦（監訳）、藤吉好則・大谷悟（補章執筆）　 「ニュー

ロンの生理学」　フランス語原著（Physiologie du Neurone）翻訳　京都大学学術出版会（2009/2）

17. N. Sugano 　Natural Effect of Spatial and Temporal Color Sequence on Human Color Impression, Chapter 

13 In: Kansei Engineering and Soft Computing: Theory and Practice (pp.237-254). (Ed.) Ying Dai, Basabi 

Chakraborty,and Minghui Shi,　IGI Global（2011/8）

18. 菅野直敏　日本建築学会編 共著：実践 やさしくわかる建築・都市・環境のためのソフトコンピューティング ,　

丸善（2009/3/5）

19. 中山剛史・信原幸弘編　『精神医学と哲学の出会い——脳と心の精神病理』　玉川大学出版部（2013 年）

20. 平野明彦、中山剛史、町田輝雄、皆見浩史訳　リヒャルト・ヴィッサー著　『責任—人間存在の証』　理想社（2012/9）

21. 解説・中山剛史担当　『ヤスパース　哲学』、中公クラシックス　中央公論新社（2011/5）

22. 中山剛史・第Ⅳ章「ヤスパース」執筆担当　野家啓一編『哲学の歴史 10・危機の時代の哲学（20 世紀Ⅰ　現象

学と社会批判）　中央公論新社（2008/3）

23. 中山剛史・坂上雅道編　『脳科学と哲学の出会い－脳・生命・心－』　玉川大学出版部（2008/2）

24. 松元健二　第 10 章 執行機能　イラストレクチャー認知神経科学（村上郁也編、オーム社）

25. Tanaka K, Matsumoto K, Mansouri FA, & Buckley MJ　Functional division among monkey prefrontal areas in 

goal-directed behavior. In: Principles of frontal lobe function, eds Stuss DT & Knight RT (Oxford University Press, 

New York), 2nd Ed, pp 249-258.　Oxford University Press（2013 年）

26. Van Lange, P., Rockenbach, B. & Yamagishi, T.　 (Eds.) (In Press). Social dilemmas: New perspectives on reward 

and punishment.　 Oxford University Press.

27. 高橋英彦 　他人の不幸は蜜の味：妬みと他人の不幸を喜ぶ気持ちの脳内メカニズム．社会脳科学の展望：脳から

社会をみる　社会脳シリーズ 1．苧阪直行　 133-144 頁　新曜社 , 東京（2012 年）

28. 高橋英彦 　精神科研修でマスターすべきこと　脳のはたらき．　精神科研修ノート．　笠井清登、村井俊哉、三

村将、岡本泰昌、大島紀人 100-103 頁　診断と治療社 , 東京（2011 年）
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29. 高橋英彦 　受容体 PET．　精神医学キーワード辞典．　松下正明 , 伊豫雅臣 , 内山真 , 内海健 , 笠井清登 , 加藤敏 , 

神庭重信 , 斉藤万比古 , 佐野輝 , 藤山直樹　, 540-542 頁　中山書店 , 東京（2011 年）

30. 藤原広臨 , 高橋英彦 　帯状回前部の構造と機能 .　前頭葉でわかる精神疾患の臨床　専門医のための精神科臨床

リュミエール 21．　福田正人　鹿島晴雄  64-76 頁　中山書店 , 東京（2010 年）

31. 高橋英彦 　社会的感情の脳科学．　脳科学エッセンシャル－精神疾患の生物学的理解のために　専門医のための

精神科臨床リュミエール 16．　神庭重信、加藤忠史　268-269 頁　中山書店 , 東京（2010 年）

32. 高橋英彦　感情・自由意志の所在．　脳科学は何を変えられるか？ まだ見ぬ未来像の全貌．　信原幸弘 , エクス

ナレッジ　337-370 頁　エクスナレッジ , 東京（2010 年）

33. 高橋英彦 　スポーツ精神医学の研究　fMRI で見る統合失調症の運動認知・遂行障害．　スポーツ精神医学．日

本スポーツ精神医学会　156-160 頁　診断と治療社 , 東京（2009 年）

34. Fujiwara, H, Takahashi H, Shimada H, Okubo Y, Suhara T　Human Brain Imaging of Dopamine D1 Receptors.Im-

aging of the Human Brain in Health and Disease, Seeman P and Madras B,　Neuroscience-Net（2012 年）

35. Takahashi H 　Sex differences in the neural correlates of jealousy. In Foundations in Evolutionary Cognitive Neu-

roscience. Platek S, Shackelford TK (Eds.), 205-215　Cambridge University Press, Cambridge（2009 年）

36. 信原幸弘、原塑、山本愛実編著　『脳神経科学リテラシー』勁草書房（2010 年）

37. 原塑、廣野喜幸「脳科学と社会：脳科学リテラシーの観点から」『脳と心はどこまで科学でわかるか』南山堂（2009 年）

38. 原塑　「刑法における嫌悪感情の役割と社会脳——リーガル・モラリズムと嫌悪感情」芋阪直行編『道徳の神経哲

学——神経倫理からみた社会意識の形成』　新曜社（2012 年）

39. 信原幸弘、原塑編著　『脳神経倫理学の展望』　勁草書房（2008 年）

ＰＤ　　　　

1. ゼノン・Ｗ・ピリシン著、小口峰樹訳　『ものと場所：心は世界とどう結びついているか』　勁草書房（2012 年）

2. 小早川睦貴 　メディカルスタッフのための神経内科学（分担執筆）, 河村満 編 . 2 章 13 節 精神症候 . pp.83-87 医

歯薬出版 , 東京（2012 年）

3. 小早川睦貴 　認知症－神経心理学的アプローチ ( アクチュアル　脳・神経疾患の臨床 )（分担執筆）, 専門編集 河

村満 , 総編集 辻省次 .IV．認知症で起こる神経心理学的症候　社会的認知障害 . pp339-42 　中山書店 , 東京（2012

年）

4. 小早川睦貴 　ノンバーバルコミュニケーションと脳　—自己と他者をつなぐもの（分担執筆）岩田誠 , 河村満 

編 . 身体性コミュニケーションとその障害 . pp77-92 　医学書院 , 東京（2010 年）

5. 鶴谷奈津子 , 小早川睦貴 　発達と脳 —コミュニケーション・スキルの獲得過程 .（分担執筆）岩田誠 , 河村満 編

ひとまねの重要性－自閉症スペクトラムにおける模倣障害 . pp. 133-50, 　医学書院 , 東京（2010 年）

6. 小早川睦貴 , 鶴谷奈津子 , 河村満 　社会活動と脳 ‐ 行動の原点を探る（分担執筆）. 岩田誠 , 河村満 編 ギャンブ

ルする脳 . pp. 113-132 　医学書院 , 東京（2008 年）

7. 高橋英之　「エピソードでつかむ生涯発達心理学 ( シリーズ生涯発達心理学 )」岡本祐子、深瀬 裕子 ( 編著 )　ミ

ネルヴァ書房（2013/4/20）

8. 高橋英之　「なるほど！赤ちゃん学 : ここまでわかった赤ちゃんの不思議」玉川大学赤ちゃんラボ（共著）　新潮

社（2012/6/29）

9. 宮﨑美智子　「自分」を知る赤ちゃん . 10-49. 玉川大学赤ちゃんラボ（編）, なるほど！赤ちゃん学　ここまでわかっ

た赤ちゃんの不思議　新潮社（2011/6）

10. 宮﨑美智子・開一夫　自己像認知の発達—「いま・ここ」にいる私 . 39-55. 長谷川寿一・開一夫（編）, ソーシャ

ルブレインズ ,　東京大学出版会（2009/1）

11. 村井千寿子　「第 4 章　赤ちゃんが見ているモノの世界」『なるほど！赤ちゃん学　ここまでわかった赤ちゃんの

不思議』赤ちゃんラボ（編）　総頁数 222p. Pp.116-146.　　新潮社（2012/6）

12. 星英司、中山義久、山形朋子、佐賀洋介、橋本雅史、有村奈利子、丹治順　認知と運動の統合過程を支える神経

基盤　 63(1): 59-68　Brain and Nerve（2011 年）
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13. 丹治順、中山義久、山形朋子、佐賀洋介、橋本雅史、有村奈利子、星英司　補足運動野と前補足運動野　 28(10): 

1121-24　Clinical Neuroscience（2010 年）

14. 星英司、中山義久、山形朋子　「概念に基づいた運動の基礎生理学」 , in press ( 査読なし )　Clinical Neuroscience

15. 丹治順、中山義久、山形朋子、佐賀洋介、橋本雅史、有村奈利子、星英司　「補足運動野と前補足運動野」 28: 

1121-1124, 2010 ( 査読なし )　 Clinical Neuroscience

16. 春野雅彦 　『囚人のジレンマにおけるかけ引きと脳活動　ノンバーバルコミュニケーションにおける脳』 　医学

書院（2010 年）

17. Y Fukushima, M Tsukada, I Tsuda, Y Yamaguti, S Kuroda.　Coding mechanisms in hippocampal networks for 

learning and memory. LNCS 5506: 72_79　Advances in Neuro-Information Processing（2009 年）

18. Minami Yamamoto, Xiaochuan Pan, Koseku Nomoto, Masamichi Sakagami.　Multiple Neural Circuits in Val-

ue-based Decision making. In “Decision Making, Affect and Learning” Attention and Performance vol. XXIII (Del-

gado, M et al., eds.). 355-369　Oxford Press（2011 年）

19. Xiaochuan Pan*, Masamichi Sakagami. 　Category inference and prefrontal cortex. Advances in Cognitive Neuro-

dynamics (II).  1, 117-122　Springer, New York.（2012 年）

20. 隠岐　さや香　『科学アカデミーと「有用な科学」 - フォントネルの夢からコンドルセのユートピアへ - 』　名古屋

大学出版会 (2011/3/7)

21. Yamamoto M, Pan XC, Nomoto K, and Sakagami M. 　Multiple neural circuits in value-based decision making. In 

Decision Making, Affect, and Learning: Attention and Performance XXIII (edited by Delgado MR, Phelps EA, and 

Robbins TW)　Oxford University Press.（2011 年）

ＲＡ

1. 執筆者：齊木愛希子、礒村宜和 .　担当編集委員：河西春郎　　細胞外記録　脳科学辞典（2012/5）

2. 礒村宜和、木村梨絵、齊木愛希子、塚元葉子　解説：傍細胞 ( ジャクスタセルラー ) 記録法　 27-30. 　玉川大学

脳科学研究所紀要 (5)（2012/3）
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事業推進担当者 

塚田稔 　　

• 2011 年　ICCN 国際会議：功績賞

岡田浩之　　

• 2012 年　ロボカップ世界大会（メキシコシティ、メキシコ）＠ホームリーグ準優勝

• 2010 年　ロボカップ世界大会（シンガポール）＠ホームリーグ優勝

• 2010 年　ロボカップジャパンオープン（大阪）＠ホームリーグ優勝

• 2010 年度　ロボカップ研究賞（ロボカップ日本委員会）

• 2009 年　ロボカップジャパンオープン（大阪）ロボット学会賞

• 2009 年　ロボカップ世界大会（グラーツ、オーストリア）＠ホームリーグ準優勝

• 2009 年　ロボカップジャパンオープン（大阪）＠ホームリーグ優勝

• 2009 年　ロボカップジャパンオープン（大阪）人工知能学会賞

• 2008 年　ロボカップ世界大会（蘇州、中国）＠ホームリーグ優勝

• 2008 年　ロボカップジャパンオープン（沼津）＠ホームリーグ優勝

星英司 　　

• 2010 年　平成 22 年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞「随意的に制御された行動発現を支える

神経基盤の研究」

• 2013 年　平成 24 年度　公益財団法人 東京都医学総合研究所 理事長表彰「行動制御における前頭葉ネットワー

クの役割に関する研究」

河村満 　　

• 2010 年　楢林賞　日本神経学会　　パーキンソン病における認知障害の研究：特に社会的認知機能障害と扁桃

体機能障害との関連について

• 2009 年　創造性研究奨励賞　ニューロクリアティブ研究会　変性性認知症の残存能力から「創造性」の仕組み

を探る：「おしくらまんじゅう」仮説の検証と応用

彦坂興秀　　

• 2011　Member, American Academy of Arts & Sciences

Wolfram Schultz 

• 2010　European Journal of Neuroscience Award of the Federation of European Neuroscience Societies (EJN 

FENS Award)

下條信輔　　

• 2008　Japanese Society of Cognitive Science, The “most creative study” award, June 2008.

• 2008　Nakayama Grand Prix (for significant contributions to science of emotion; sponsored by Nakayama 

Press, Japan), August 2008.

John O’Doherty 

• 2010/2　Elected Faculty Member, Parmenides Foundation, Germany

• 2009/12　Elected Fellow of Association for Psychological Science.

• 2009/10　Fellow of Trinity College Dublin

Ralph Adolphs 

• 2013　Distinguished Investigator Award, Society for Affective and Social Neuroscience

• 2011　Presidency, Association for the Scientific Study of Consciousness

• 2009-　Associate Editor, Psychological Science

• 2006-2010　Regular member, NIH Study Section for Cognitive Neuroscience

受　賞
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研究協力者　　 

小野正人　　

• 2010 年　村本 翔平、日本応用動物昆虫学会ポスター賞、（平成 22 年度）

木村實 　　

• 2011 年 9 月　榎本一紀　平成 24 年日本神経回路学会論文賞　○ Enomoto K., Matsumoto N., Nakai S., Satoh T., 

Sato T.K., Ueda Y., Inokawa H., Haruno M., Kimura M.. Dopamine neurons learn to encode the long-term value of 

multiple future rewards.Proc Natl Acad Sci  USA  査読有 108(37):15462-15467

松元健二　　

• 2010 年　出馬圭世（指導担当ポスドク）：平成 23 年度日本神経科学学会奨励賞受賞

高橋英彦　　

• 2013 年　日本学術振興会賞

• 2012 年　日本神経科学会奨励賞

• 2010 年　文部科学大臣表彰　若手科学者賞

• 2010 年　第 18 回日本生物学的精神医学会学術賞

•  2010 年　Fellow of 43rd Annual Winter Conference on Brain Research

• 2009 年　第 46 回　ベルツ賞一等賞（共同受賞）

• 2009 年　第 6 回　日本核医学会研究奨励賞

• 2009 年　独立行政法人　放射線医学総合研究所　業績表彰

• 2008 年　第 22 回東京医科歯科大学　お茶の水医科同窓会研究奨励賞

• 2008 年　Bursary Award of Massachusetts General Hospital-Foundation IPSEN-Cell Press Exciting Biologies 

2008:Biology of Cognition

ＰＤ　　　　 

伊藤岳人　　

• 2011 年度　包括型脳科学研究推進支援ネットワーク　夏のワークショップ　若手優秀発表賞

小早川睦貴　

• 2012 年　第 19 回　脳機能とリハビリテーション研究会 東京 2012　優秀発表賞　小早川睦貴 , 鶴谷奈津子 , 河

村満 Broca 野周辺の病変による行為障害

高橋英之　　

• 2012 年 12 月　HAI2011 Outstanding Research Award 優秀賞　高橋英之，宮﨑美智子，岡田浩之，大森隆司

• 2011 年 12 月 4 日　HAI2010 Outstanding Research Award 最優秀賞　高橋英之・宮﨑美智子

• 2009 年　日本認知科学会論文賞　高橋英之 , 石川悟 , 大森隆司

宮﨑美智子　

• 2010 年　HAI シンポジウム 2010, . HAI2010 Outstanding Research Award 最優秀賞受賞 .　高橋英之・宮﨑美智子

有村奈利子　

• 2009 年　名古屋大学グローバル COE ブレイクスルーリサーチアワード受賞

髙橋宗良　　

• 2012 年 7 月　包括型脳科学研究推進支援ネットワーク 2012 年度夏のワークショップ , 若手優秀発　表賞「行

動準備状態の海馬における情報の流れをシータ・ガンマリズムから推測する」

• 2011 年 7 月　平成 23 年度公益信託成茂神経科学研究助成基金 , 受賞　「海馬内の theta/gamma リズムによっ

てラットの行動開始タイミングは予期できるか？」

• 2011年6月　The 3rd International Conference on Cognitive Neurodynamics (ICCN), The Best Poster Award.“The 

theta cycle and spike timing during fixation in rat hippocam pal CA1”, Muneyoshi Takahashi, Yoshio Sakurai, Yo-

shikazu Isomura, Minoru Tsukada, and Johan Lauwereyns. (2011/06).
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春野雅彦　　

• 2010 年度　ニューロクリアティブ研究会　研究奨励賞

隠岐さや香　

• 2011 年　サントリー財団　サントリー学芸賞　歴史・思想部門

• 2011 年　関科学技術振興財団　パピルス賞

野元謙作　　

• 2008 年　日本神経回路学会奨励賞

ＲＡ 

横山絢美　　

• 2009 年　HAI-2008 Outstanding Research Award 優秀賞　横山絢美 , 大森隆司 , “ 人間の行動決定過程における

メタ戦略の存在とその処理過程 ”, HAI2008, 2A-1, 2008

• 2010 年　RoboCup2010 @Home league 日本大会優勝

• 2010 年　日本ロボット学会賞　ロボカップ＠ HOME リーグ

• 2010 年　RoboCup2010 @Home league 世界大会優勝

渡邊言也　　

• 2012 年 2 月　玉川大学 脳科学研究所 若手優秀研究発表賞

齊木愛希子　

• 2012 年 2 月　第１回 玉川大学脳科学研究所 脳情報研究科 リトリート奨励賞　運動の実行・非実行に関わるラッ

ト運動野のマルチニューロン活動の記録 . 齊木愛希子

野々村聡　　

• 2011 年度　日本神経回路学会全国大会（第 21 回）、大会奨励賞　「Neural activity in the anterior striatum dur-

ing comparison of reward values」

• 2012 年度　第 19 回脳機能とリハビリテーション研究会学術集会、優秀発表賞　「選択肢の価値の比較に関わる

大脳基底核・線条体の神経活動」
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事業推進担当者   

坂上雅道

• 「ちょっとクールな心の科学」2011 年 4 月－ 6 月 週刊金曜日連載  

• 「BMI 研究について」2010/6/14 ラジオ放送局 J-Wave  

• 「行動の意図、事前検知」2009/11/6 日経産業新聞  

• 「ロングランシリーズ＜ 377 ＞消費者問題はいま－提言 2008」2008/9/1  ニッポン消費者新聞  

• 「推論する神経回路を解明」2008/6/6 朝日新聞（朝刊）  

• 「『推論』担う脳細胞 , 前頭部に」2008 年 5 月 26 日 東京新聞（夕刊）

• 「編著者インタビュー『脳科学と哲学の出会い』」 2008 年 4 月 25 日 教育医事新聞

• 「心をのぞく５　せめぎ合う倫理と論理」 2008 年 4 月 11 日 朝日新聞（夕刊）

塚田稔 

• 「受け取る力」ヒトの感知メカニズム 2009 年 6 月 

•  季刊「てら」／ NTT コムウェア  掲載：39 号

• 「脳科学 SP」2009 年 5 月 19 日　宇宙 G メン TAKUYA ／ニッポン放送

• 「脳科学 SP」2009 年 6 月 23 日　宇宙 G メン TAKUYA ／ニッポン放送

• 「受験勉強記憶術」 2009 年 9 月　月刊「高１My Vision」／ベネッセ　掲載：2009 年 9 月号

• 「記憶力を今すぐ UP した〜い」2010 年 1 月 19 日 すイエんサー／ NHK 教育 TV

• 「記憶力を今すぐ UP した〜い」2010 年 1 月 23 日 すイエんサー／ NHK 教育 TV

• 「脳から考える美術の魅力と創造すること」2013 年 3 月『サイエンス・ウインドウ』2013 4-6 号／科学技術振

興機構

丹治順 　

• 2009 年 3 月 16 日 朝日新聞　全国版

佐々木正己

• 「火星でもハチ飛べる！」（JAXA と玉川大学のジェット機を使っての無重力共同実験の結果）2010 年 3 月 8 日

　産経新聞社会面

• 「火星はつらいよ：食料時給 滞在のカギ」（同上） 2010 年 6 月 10 日 読売新聞科学面（同上が紹

介される）（2010 年 6 月 10 日）

• JAXA との共同実験について　2010 年 5 月 27 日 文化放送くにまるアカデミーにゲスト出演

• ミツバチを科学する　2012 年 10 月 13 日 　TBS ラジオ夢夢エンジンにゲスト出演

岡田浩之　

• 「パパ＆ママ必見！教えて！子育て知恵袋」　2012 年 12 月 27 日 札幌テレビ

• 「スッキリ！！」笑う赤ちゃん特集　2011 年 6 月 23 日木曜日 日本テレビ

• 「スーパーモーニング」赤ちゃんを泣きやませる泣きピタ　10 年 12 月 14 日火曜日 テレビ朝日

• 「赤ちゃんの発達がロボットを生む！？赤ちゃん研究から生まれた開発、その可能性に迫る！」 10 年 2 月

21 日日曜日「世の中進歩堂」、BS ジャパン

• 赤ちゃんの発達と知能ロボット 10 年 1 月 30 日土曜日　「NHK 週刊こどもニュース」、NHK テレビ

• 赤ちゃんの奇跡　09 年 10 月 11 日日曜日　「奇跡の地球物語〜近未来創造サイエンス〜」テレビ朝日 "

• 家庭用ロボットの未来を語る 09 年 5 月 11 日月曜日　「ニューステラス関西」NHK 大阪放送局

• 世界大会優勝ロボットのデモンストレーションを実施　2008 年 10 月 18 日土曜日　「こんにちはいっと 6 けん」

　NHK 東京放送局　

• 「玉川大学 eR@sers ロボカップ世界大会で優勝　2010 年 6 月 29 日火曜日 読売新聞、毎日新聞

• 「玉川大学ロボカップ世界大会惜しくも準優勝」2009 年 9 月 1 日火曜日  ロボコンマガジン (2009 年 9 月号 )

新聞掲載、テレビ・ラジオへの出演等
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（オーム社）

• 「玉川大学ｅＲ＠ｓｅｒｓ　ロボ競技　世界一奪還目指す」2009 年 3 月 21 日土曜日 産経新聞

• 「アトムを越える !? 共生ロボット」　09 年 8 月 20 日木曜日　タウンニュース

• 「家庭の中で、人とロボットの協動をシミュレーションする＠ HOME リーグ編」　2009 年 5 月 17 日日曜日　

RobotWatch（インプレス社）

• 「ロボカップ世界大会で優勝とその技術」　09 年 4 月 1 日水曜日 AcademicSolution( 東京エレクトロン )

• 「中国の蘇州で行われたロボカップ世界大会で日本のチームが優勝！」2008 年 10 月 21 日火曜日　学研サイエンスキッズ

• 「玉川大学ロボカップ世界大会で優勝」2008 年 10 月 1 日水曜日　ロボコンマガジン No.60(2008 年秋号）（オーム社）

• 「玉川大のロボ　世界大会 V」 08 年 8 月 7 日木曜日 読売新聞

• 「ロボカップ世界大会　玉川大合同チーム V　家庭用部門で」2008 年 8 月 1 日金曜日　 朝日新聞

• 「玉川大　ロボカップ V」 2008 年 5 月 28 日水曜日　読売新聞

• 「ロボカップジャパンオープン 2008 沼津」レポート〜＠ホームリーグ編」2008 年 5 月 19 日月曜日　

RobotWatch（インプレス社）

松田哲也　

• オノマトペの脳情報処理について解説 2013 年 6 月 11 日火曜日　NHK 「クローズアップ現代」

• 「脳科学で感情をトレーニング」リアルタイム fMRI を用いたニューロフィードバック法について解説　2012 年

10 月 13 日土曜日　NHK E テレ「ここが知りたい　名医に Q　（うつ病あなたの疑問に答えます）」カラハシ未

来研究所　午後８時〜午後８時４５分

• サッカー中村俊輔選手のサッカー試合時における戦略決定時の脳について解説　2011 年 12 月 24 日土曜日 

NHK 総合テレビ「ミラクルセンスを磨け　あなたの知らない脳の力」午後９時〜午後 10 時 15 分

• 報酬と記憶の関係について解説　2011 年 12 月 3 日土曜日　日本テレビ系　所さんの目がテン！　午後５時〜

午後５時３０分

• 紹介記事掲載　2010 年 12 月 2 日木曜日　日経産業新聞

• 記憶について解説　2010 年 3 月 7 日日曜日 NHK BS Hi ハイビジョン特集「記憶　脳と人の物語」　ＮＨＫ 

BS Hi　午後 10 時 00 分〜午後 11 時 30 分

• 記憶の達人の脳について解説 2010 年 2 月 6 日土曜日　NHK ワンダー×ワンダーＮＨＫ総合テレビ　午後８時〜 

• 記憶について解説 2010 年 1 月 30 日土曜日　NHK 週間こどもニュースＮＨＫ総合テレビ　午後６時 10 分〜

佐藤久美子 

• 赤ちゃんに英語はわかるの？ 子どもが「ことば」を獲得するまで、日本語ができれば、英語もできる　　2012

年 12 月 1 日土曜日　"AERA with Baby, 2012 年 12 月号　pp.68-71."

• 「話したい！」と思う気持ちを育てる外国語教育　全日中・機関誌『中学校』.

• 平成 24 年度 NHK ラジオ『基礎英語 2』講師　

• 平成 25 年度 NHK ラジオ『基礎英語 3』講師

• 平成 24 年度 NHK　E テレ『英語であそぼ』総合指導

• 平成 25 年度 NHK　E テレ『英語であそぼ』総合指導

• 新聞（朝日新聞 1 回）、テレビ NHK（3 回）

星英司 

• 「脳の部分ごとの機能を詳しく解明」　2012 年 9 月 12 日水曜日　NHK TV ニュース (NHK NEWS WEB 24)

• 「行為と目的は別系統—脳の指令、実験で解明」2012 年 9 月 19 日水曜日 日経産業新聞

• 「行動の段取り支える神経機構、前頭前野に発見」2011 年 8 月 5 日金曜日 科学新聞

河野哲也　

• 2010 年 2 月 14 日　TBS ラジオ「Science　Xitalk　（サイエンス　サイトーク）」, パーソナリティ：日垣隆（ジャー

ナリスト）, 有村美香（ＴＢＳアナウンサー）, 2010 年 2 月 14 日 , 9:00-9:30.

河村満 

• 脳の社会的活動について考える . 　2008 年 10 月 27 日月曜日　週刊医学界新聞
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• "PD,RBD,MD の社会的認知機能の変容 ‐ 情報処理系の機能不全と関連 . "　2008 年 2 月 14 日 Medical Tribune 

下條信輔

• NHK　テレビ「サイエンスゼロ」

• 毎日新聞

研究協力者　　   

礒村宜和 

• てんかん 新たなメカニズム、ラット実験で発見…玉川大　2010 年 10 月 13 日 毎日新聞　夕刊

• てんかんの仕組み、興奮抑え役の細胞が逆作用？　玉川大　2010 年 10 月 13 日　朝日新聞　朝刊

• てんかん発作新メカニズム 介在細胞正常時の抑制作用が異常時は興奮作用に　2010 年 10 月 22 日　科学新聞

• 標的は随意運動中の神経回路 2011 年 5 月 20 日　科学新聞

小野正人   

• スズメバチについて　2011 年 10 月 26 日水曜日　日本テレビ　ZIP　他 20 件

• スズメバチ特集　2010 年 9 月 22 日水曜日 TBS テレビ　はなまるマーケット　他 13 件

• スズメバチについて　2009 年 9 月 30 日水曜日　NHK 総合　ためしてガッテン　他 6 件

• スズメバチについて　2008 年 9 月 18 日木曜日　テレビ朝日　スーパーＪチャンネル　他 17 件

梶川祥世  

• 2010 年　科学技術振興機構サイエンスチャンネル　「名曲と科学のサロン（4）不協和音」出演

• 2011 年　放送大学　「乳幼児心理学第 8 回」出演

• 2011 年　ヤマハ音楽振興会「わおん」取材記事掲載

木村實 

• 「フロンティア知恵を絞る（下）玉川大学脳科学研究所」（脳科学研究所所長のコメントあり）　2011 年 1 月 19

日　日経産業新聞

• 「目標達成時の報酬予測に脳ドーパミン細胞が関与　玉川大が世界初の成果　意志決定の基本原理を解明」（論文

Dopamine neurons learn to encode the long-term value of multiple future rewards. に関する記事）　2011 年 9

月 23 日 科学新聞

• 「将来得る利益予測ドーパミン異常分泌　玉川大解明　ギャンブル中毒の手掛かりに」（論文 Dopamine neurons 

learn to encode the long-term value of multiple future rewards. に関する記事） 2011 年 9 月 6 日　毎日新聞

• 「「将来の報酬」、脳はどう予測　玉川大が一部解明」（論文 Dopamine neurons learn to encode the long-term 

value of multiple future rewards. に関する記事）　2011 年 9 月 6 日　日経産業新聞

• 「長期目標達成の意思決定　脳の仕組み発見」（論文 Dopamine neurons learn to encode the long-term value of 

multiple future rewards. に関する記事） 2011 年 9 月 6 日　日刊工業新聞

• 「ドーパミン：長期的利益予測に関与　玉川大が解明」（論文 Dopamine neurons learn to encode the long-term 

value of multiple future rewards. に関する記事）　2011 年 9 月 6 日 毎日新聞（web 版）

• 「はてな「三日坊主の原因は？　ドーパミンの分泌が減少」」（木村への取材による編集記事）　2012 年 5 月 15

日 毎日新聞（18 面）

• 「「脳はやる気で活性」札幌スポーツ医科学講演」（8/19 札幌スポーツ医科学セミナー '12 での木村の講演に関す

る記事）　2012 年 8 月 20 日　北海道新聞

佐治量哉 

• 学力考第１部：混乱の代償９　2010 年 1 月 12 日 読売新聞

• 2009 年 11 月　NHK 教育テレビ、えいごルーキー Episode #13

菅野直敏　 

• 菅野直敏、研究室紹介　2009 年 1 月　日本感性工学会　感性工学　Vol.8, No.2, p258、

• 「あいまいな色彩とファジィ理論」　2011 年　（社）全国被服教育者連合会、A・F・T ジャーナル、VOL.45 
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2011 SPRING, p07

中山剛史 

• 2013 年 4 月 25 日　TheEM 教育医事新聞、2013 年 4 月 25 日、10 頁

松元健二 

• コラム「ここちいいってどこからくるの？」　2009 年 2 月 28 日　毎日新聞タブロイド誌「ここち」2009 年 2

月 28 日号、担当者：権　佳恵

• アンダーマイニング効果の神経基盤　産経新聞、その他の web ニュース多数

• 認知的不協和の神経基盤　科学新聞、その他の web ニュース多数

• 「自ら決定し実行することが内発的動機づけを高める鍵」　2011 年 12 月 『人材教育』2011 年 12 月号

• “Does money really motivate people?” 2012 年  BBC　Future　http://www.bbc.com/future/story/20120509-

is-it-all-about-the-money/1

• 「好きな食べ物をあきらめると嫌いに？」　2011 年 3 月　『ニュートン』　2011 年 3 月号

山岸俊男 

• 『民主制、独裁制のジレンマ』　12 年 5 月 4 日金曜日　北海道新聞　各自核論

• 『社会心理学者の山岸俊男さんに聞く— 新しい環境で疲れたあなたに』　2012 年 5 月 7 日月曜日　朝日新聞（夕刊）

• 『「しがらみ」を科学する』　12 年 5 月 26 日土曜日 聖教新聞 Start Line

• 『インターネットの中の孤独—持ちにくい「人並み」感』　2012 年 10 月 12 日金曜日　北海道新聞　各自核論

• 『グローバル化と日本人』　2013 年 1 月 5 日土曜日　生産性新聞　

• 『文化差とは何か—社会心理学と経済学からの知見（鼎談　大垣昌夫 _ 中林真幸 _ 山岸俊男）』 13 年 2 月

3 日日曜日 経済セミナー（日本評論社）

• 『41%「任務放棄考えた」福島原発事故出動の警官—〈人として当たり前〉』　2013 年 3 月 8 日金曜日　日本海新聞

• 『世界一リスクをとらない日本人』　2013 年 3 月 10 日日曜日 中央公論

高橋英彦

• 統合失調症に神経回路の異常が関わることを MRI で同定—最新の解析技術を用いて病態の解明に貢献　2012 年

9 月 13 日木曜日 朝日新聞　17 面に掲載

• 同上　2012 年 9 月 4 日火曜日　京都新聞　25 面に掲載

• 同上　2012 年 9 月 4 日火曜日　産経新聞　20 面に掲載

• 同上　2012 年 9 月 6 日木曜日　日刊工業新聞　21 面に掲載

• 同上　2012 年 9 月 4 日火曜日　毎日新聞　23 面に掲載

• 同上　2012 年 9 月 4 日火曜日　読売新聞　33 面に掲載

• 夏目漱石の坊っちゃんのように、間違った事が大嫌いで義憤に駆られ、損ばかりする行動様式に脳内セロトニン

が関与　2012 年 3 月 26 日月曜日　朝日新聞　19 面に掲載

• 同上　2012 年 2 月 28 日火曜日　京都新聞　24 面に掲載

• 同上　2012 年 2 月 28 日火曜日　日刊工業新聞　31 面に掲載

• ギャンブルへの慎重さに脳内のノルアドレナリンが関与　2012 年 2 月 22 日水曜日 朝日新聞　38 面に掲載

• 同上　2012 年 2 月 22 日水曜日　京都新聞　26 面に掲載

• 同上　2012 年 2 月 22 日水曜日　産経新聞　24 面に掲載

• 同上　2012 年 2 月 22 日水曜日　日本経済新聞　38 面に掲載

• 同上　2012 年 2 月 22 日水曜日　毎日新聞　夕刊 9 面に掲載

• 同上　2012 年 2 月 22 日水曜日　読売新聞　36 面に掲載

• 同上　2012 年 2 月 22 日水曜日　科学新聞　4 面に掲載

• 「ねたみと人の不幸への喜び」活性化する脳の場所特定　2009 年 2 月 13 日金曜日　朝日新聞、朝刊（29 面、社会面）

• 「他人の不幸は科学的に蜜の味だった」　2009 年 2 月 13 日金曜日　産経新聞、朝刊（３面）

• ねたみを感じる脳の部位特定　2009 年 2 月 13 日金曜日　毎日新聞、夕刊　（12 面、社会面）

• 他人の不幸みつの味実証　2009 年 2 月 13 日金曜日 千葉日報　( 社会面 )　　
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• 妬む感情が強い人ほど他人の不幸を喜びがち　2009 年 2 月 20 日金曜日　科学新聞（1 面）

• "In Pain and Joy of Envy, the Brain May Play a Role"　2009 年 2 月 16 日月曜日　New York Times（科学面）

• The green-eyed monster that lives in your brain: Scientists discover the jealousy lobe　2009 年 2 月 18 日水曜

日　The Daily Mail（科学面）

• Financial Crisis Has an Upside: ‘The Joy of Schadenfreude’　2009 年 2 月 12 日木曜日　The Wall Street Journal（オ

ンライン）

• ねたみを感じる脳の部位特定　2009 年 2 月 13 日金曜日　NHK　おはよう日本　　　　　

• 同上　2009 年 2 月 13 日金曜日　TBS　ピンポン内ニュース　

• 同上　2009 年 2 月 13 日金曜日　TBS　イブニング５　　　　　

• This Is Your Brain on Envy 2009 年 2 月 12 日木曜日　ABC News（オンライン）

• Pesquisadores japoneses identificam _rea do c_rebro ligada _ inveja　2009 年 2 月 17 日 火 曜 日 BBC News　

Brazil 版（オンライン）

ＰＤ　　　　   

小早川　睦貴 

• プレス発表 . ‐ PD,RBD,MD の社会的認知機能の変容 ‐ 情報処理系の機能不全と関連 .　2008 年 2 月 14 日　

Medical Tribune.

• プレス発表 . 脳の社会的活動について考える　2008 年 10 月 27 日　週刊医学界新聞

高橋英之 

• 「子どものため」は何のため？〜楽しい子育てリビング虎の巻〜　2013 年 3 月 11 日　ロボット療育の可能性に

ついてのインタビュー記事 , 雑誌 ホームシアター。ホワイエ（ステレオサウンド）

宮﨑美智子　　　

• 鏡の中の自己—遅れて映る自己は誰？　2009 年 10 月 10 日　京都大学博物館学術映像博 2009 展示連動トーク

イベント . 招待講演 . 京都大学

• 2012 年　放送大学「乳幼児心理学」第 11 回社会性の発達（2）インタビュー出演 .

山形朋子 

• 「脳の部分ごとの機能を詳しく解明」として報道された　2012 年 9 月 12 日　NHK 首都圏ネットワーク

• 同上　2012 年 9 月 19 日 日経産業新聞

髙橋宗良 

• パブロフの犬にヒントを得た SSH と脳研のコラボ研究」（玉川大学出版部）, 取材協力 .　2009 年 11 月 1 日日

曜日　玉川学園月刊誌「全人」2009 年 11 月号「玉川学園のユニバーサルな教育 3

• 「Edge Special: 世界を自分の場所とするために・ヤン ローレンス」（制作：テレコムスタッフ）, 取材協力　

2009 年 2 月 1 日日曜日　SKY PerfectTV! 216ch

春野雅彦 

• 「扁桃体は不平等が嫌い ?」　2009 年 12 月 22 日火曜日　毎日新聞朝刊 , 元村有希子記者

• 「公平さの判断　扁桃体がカギ」　2009 年 12 月 22 日火曜日 読売新聞夕刊

• 「公平な人　脳でわかる」　2009 年 12 月 21 日月曜日　朝日新聞朝夕刊 , 佐藤久恵記者

• 「不公平嫌がる脳の部位発見」 2009 年 12 月 21 日月曜日　日本経済新聞朝刊

• 脳に不公平嫌う部分」　2009 年 12 月 21 日月曜日　神戸新聞 , 福井新聞 , 愛媛新聞 , 北日本新聞 , 東京新聞 , 岐

阜新聞 , 京都新聞　他多数

ＲＡ   

佐賀洋介　

• 「段取りの仕組み解明」　2011 年 7 月 26 日火曜日　日経産業新聞

• 「行動の段取り支える神経機構 前頭前野に発見」　2011 年 8 月 5 日金曜日　科学新聞　１面
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シンポジウム・ワークショップ・講演会等開催記録

国際シンポジウム・ワークショップ等（主催・共催）
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【玉川大学グローバルＣＯＥキックオフシンポジウム「今求められている脳科学研究」】

2008年10月25日（土）　13：00～16：00　　玉川大学視聴覚センター104教室　　参加者134名

司会

開会の挨拶 小原　芳明　（玉川大学 学長）

講演 「玉川大学の脳研究のこれまでとこれから」

塚田 稔　（玉川大学脳科学研究所 副所長）

「玉川大学グローバルCOEプログラム『社会に生きる心の創成』」

坂上　雅道（玉川大学脳科学研究所 教授）

「玉川大学脳科学研究所の研究紹介」

丹治　順（玉川大学脳科学研究所 所長）

「言語発達と脳科学」

佐藤　久美子（玉川大学脳科学研究所 教授）

「脳科学が教育に示唆するもの」【特別講演】

津本　忠治　（理研ＢＳＩ グループディレクター）

主催 玉川大学グローバルＣＯＥプログラム「社会に生きる心の創成」

共催 玉川大学脳科学研究所

シンポジウム・ワークショップ等（国内／主催・共催）
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【グローバルＣＯＥ公開シンポジウム　『ギャンブル・経済・脳科学』

2009年9月12日（土）　13：00～16：00 日本科学未来館みらいCANホール 　参加者160名

司会 坂上 雅道　（玉川大学脳科学研究所 教授）

開会の挨拶 坂上 雅道（玉川大学脳科学研究所 教授）　「ギャンブルする脳、しない脳」

講演 「作家・人間観察者としての問題提起」

高橋 源一郎　（作家・明治学院大学国際学部 教授）

「意思決定脳科学からのアプローチ」

坂井 克之　（東京大学大学院医学系研究科認知・言語神経科学分野 准教授） 

「神経経済学からのアプローチ」

西條 辰義　（大阪大学社会経済研究所 教授）

パネルディスカッション 「人間はなぜリスクを伴う行動を選ぶのか？」

閉会の挨拶 丹治　順（玉川大学脳科学研究所 所長）

主催 玉川大学グローバルＣＯＥプログラム「社会に生きる心の創成」

【GCOE特別講義（アウトリーチ活動の一環として実施）】

講演タイトルおよび講演者

「評判メカニズムとしての内集団ひいき行動」                                                            (参加者：59名)

山岸 俊男（北海道大学大学院　教授）

「<心-身体-脳>のダイナミクス～選好意思決定を中心に」(参加者：73名)

下條 信輔 （カリフォルニア工科大学　教授）

「言語と感覚の間のことば：言語獲得における擬態語の役割と擬態語の脳内処理」         (参加者：43名)

今井 むつみ（慶應義塾大学　教授）

「言葉と身体感覚　：　連なる妄想、求める快楽」                                                        (参加者：48名)

島田 雅彦（法政大学　教授・小説家） 

特別講演会「人間の親子関係と知性の進化～チンパンジーの研究から～」                  (参加者：141名)

松沢 哲郎（京都大学霊長類研究所　所長・教授）

「「心」の意味・「他者」の意味」                                                                                (参加者：67名)

野矢 茂樹（東京大学大学院　教授）

「テレビマンから見た脳科学」                                                                                 (参加者：33名)

室山 哲也（ＮＨＫ　解説主幹）

「演じる私」                                                                                                        (参加者：113名)

平田 オリザ（大阪大学　教授・演出家・劇作家） 

主催 玉川大学グローバルＣＯＥプログラム「社会に生きる心の創成」

第２回

2009/3/9

第１回

2009/2/6

第５回

2009/8/2

第８回

2009/12/14

第７回

2009/11/6

第６回

2009/10/5

第４回

2009/7/15

第３回

2009/4/27
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【第1回社会神経科学研究会「今、社会神経科学研究に求められていること」】

2011年 10 月6 日（木）－7日(金）　自然科学研究機構　岡崎カンファレンスセンター

オーガナイザー 松田 哲也　(玉川大学脳科学研究所）

高橋　英彦（京都大学医学系研究科）

セッション 1 座長：定藤 規弘・松田 哲也

「社会脳研究における諸課題」

定藤 規弘（自然科学研究機構生理学研究所生理心理学研究部門）

「社会的判断におけるモデルベースプロセスとモデルフリープロセス」

坂上 雅道（玉川大学脳科学研究所）

「共感と社会的相互作用」

亀田 達也（北海道大学文学部社会心理）

「欲求と合理性」

信原 幸弘（東京大学大学院総合文化研究科科学史・科学哲学研究室）

セッション 2 座長：坂上 雅道

「サルにおけるデフォルト脳活動」

渡邊 正孝（東京都医学総合研究所）

「チンパンジーにおける社会的認知」

友永 雅己（京都大学霊長類研究所思考言語分野）

「罰の進化：その理論的検討と課題」

大槻 久（総合研究大学院大学先導科学研究科生命共生体進化学専攻）

「実験室の中の"社会性"：表情同調研究から」

吉川 左紀子（京都大学こころの未来研究センター）

セッション 3                                                                                                               座長：松元 健二

「視線操作による顔の選好判断過程の神経基盤の解析」

伊藤岳人（玉川大学脳科学研究所）

「出生コホート研究の現状と脳科学研究との連携」

山縣然太朗（山梨大学医学工学総合研究部社会医学講座）

セッション 4                座長：松田 哲也

「ユース期の社会神経科学としての統合失調症研究」

                                                                                              笠井 清登（東京大学大学院医学系研究科精神医学）

「統合失調症の社会認知に関する構造的ＭＲＩ画像研究」

村井 俊哉（京都大学大学院医学研究科精神医学教室）

セッション 5                                                                                                              座長：高橋 英彦

「時間・リスク選好の経済学的な測定　～喫煙に関する調査を例として～」

後藤 励（甲南大学経済学部）

「教育・社会心理学と脳科学とのリンク」

松元 健二（玉川大学脳科学研究所）

「ニューロイメージングで人間の社会行動の何がわかるか」

加藤 淳子（東京大学大学院法学政治学研究科）

主催 自然科学研究機構　生理学研究所

共催 玉川大学脳科学研究所

玉川大学グローバルＣＯＥプログラム「社会に生きる心の創成」
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【日本動物心理学会第156会例会・玉川大学グローバルCOE特別ワークショップ

 「知能設計における普遍性と局所性～比較認知とロボットからのアプローチ～」】

2011年10月13日　玉川大学大学研究室棟　B104　　参加者：43名

オーガナイザー 高橋 英之　（玉川大学）

講演 企画趣旨説明

高橋 英之　（玉川大学）

「３つの時間を生きるチンパンジー：進化、発達、文化」

友永 雅己（京都大学）

「道具使用の発達的起源をアイ・スクラッチ課題で測れるか？」

宮崎 美智子（玉川大学）

「イヌにおける社会的認知能力と異種間絆形成について」

永澤 美保（麻布大学）

「イルカの社会行動‐ふれあいと同調」

酒井 麻衣（東京大学）

「群集環境に適応する小鳥の“知性”：シジュウカラ科３種の対リスク戦略」

川森 愛（北海道大学）

「学習と適応に基づく原始的な道具使用のロボットモデル」

鍋嶌 厚太（CYBERDYNE株式会社）

総合討論　

指定討論者：　菊水 健史（麻布大学）、大森 隆司（玉川大学）、酒井 裕（玉川大学）

主催 玉川大学グローバルＣＯＥプログラム「社会に生きる心の創成」

科学研究費補助金基盤研究(S)

日本動物心理学会
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【玉川大学コスモス祭2012　 脳科学研究所サイエンスカフェ企画 　Neuron Cafe（ニューロンカフェ）】

2012年11月10日－11日　玉川大学大学8号館ロボット工房

オーガナイザー 小口 峰樹（玉川大学脳科学研究所）、勝尾 彰仁（玉川大学リベラルアーツ学部）

Session 1 「脳を変えると心は変わるか」

河野 哲也（立教大学文学部教育学科・教授）

Session 2 「ニューロイメージングで社会的行動の何がわかるのか」

加藤 淳子（東京大学大学院法学政治学研究科・教授）

Session 3 「脳科学から『信頼』を考える」

山岸 俊男（玉川大学脳科学研究所・教授）

Session 4 「大災害を脳科学する」

田所 諭（東北大学大学院情報科学研究科・教授）

主催 玉川大学脳科学研究所

共催 玉川大学グローバルＣＯＥプログラム「社会に生きる心の創成」
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【第2回社会神経科学研究会　｢社会の中で生きる心の理解」】

2013年 1 月 31 日（木）－2月1日(金）　自然科学研究機構　岡崎カンファレンスセンター

オーガナイザー 松田 哲也　(玉川大学脳科学研究所）

高橋　英彦（京都大学医学系研究科）

セッション 1 座長：定藤 規弘

「社会神経科学研究の今後の方向性」

松田 哲也（玉川大学脳科学研究所）

「脳の発達における自発性と身体性」

多賀 厳太郞（東京大学大学院教育学研究科）

「主観的感情を生み出す内受容感覚の役割」

梅田 聡（慶應義塾大学文学部心理学科）

セッション 2 座長：杉浦 元亮

「自己認識に生じる錯覚の脳内メカニズム」

山田　真希子（放射線医学総合研究所分子イメージングセンター）

「網羅的神経活動記録による脳情報の解読とコミュニケーション利用の 可能性について 」

林　隆介（産業技術総合研究所ヒューマンライフテクノロジー研究部門）

セッション 3                                                                                                               座長：高橋 英彦

特別講演 ① 松沢　哲郎（京都大学霊長類研究所）

セッション 4                                                                                                               座長：山田 真希子

「実社会での向社会的行動と自己概念：fMRI 研究」

杉浦 元亮（東北大学加齢医学研究所）

「社会脳における扁桃体の役割    ―顔の虚記憶に関する fMRI 研究―」

飯高 哲也（名古屋大学医学部精神神経科）

「幼少期母子関係による情動神経系の発達変化」

菊水 建史（麻布大学獣医学部）

セッション 5                                                                                                               座長：松田 哲也

「ヒトの心の進化と現代環境」

長谷川 眞理子（総合研究大学院大学先導科学研究科）

特別講演 ② "Beliefs, expectations, and strategies in the cultural niche construction"

山岸 俊男（玉川大学脳科学研究所）

クロージングリマーク 定藤 規弘（生理学研究所）

主催 自然科学研究機構　生理学研究所

共催 玉川大学脳科学研究所

玉川大学グローバルＣＯＥプログラム「社会に生きる心の創成」
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GCOE　特別講演会
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開催日時 講師 参加人数

第31回 9/15
Rufin Vogels　（ルバン大学）
「Mechanisms of repetition suppression in macaque inferior temporal cortex」

10

第32回 11/1
岡田光弘　（慶応義塾大学）
「動物は論理推論ができるか－論理学の観点から」

19

第33回 11/1
Rubin Wang　（華東理工大学）
「Action and rule of neural energy in signal processing of cerebral cortex」

19

第34回 11/2
Edgar Koerner　（Honda Research Institute Europe GmbH）
「Lcaming to behⅣ e in a nttural environment」

17

第35回 11/12
Robert Rescorla　（ペンシルバニア大学　名誉教授）
「Error-Correction and Extinction」

28
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【ASCONE 2008 『脳の可塑性：分子から行動まで』 】

Autumn School for Computational Neuroscience

2008年10月31日（金）〜 2008年11月3日（月）伊豆高原 ルネッサ赤沢　　　　参加者：　42名

運営委員 加藤　英之（理研ＢＳＩ−トヨタ連携センター）

鮫島　和行（玉川大学　脳科学研究所）

酒井　裕　（玉川大学　脳科学研究所）

渡辺　正峰（東京大学　工学系研究科）

山本　慎也（産業技術総合研究所）

樺島　祥介（東京工業大学）

Lecture I 「想起と親近性」 

　　　池谷　裕二（東京大学大学院 薬学系研究科）

Lecture Ⅱ 「脳科学とリハビリテーション医療」

　　　道免　和久（兵庫医科大学 リハビリテーション医学教室）

Lecture Ⅲ 「神経細胞の構造決定過程のモデル」

　　　石井　信　（京都大学大学院 情報学研究科） 

Lecture Ⅳ 「光刺激で脳機能・可塑性を探るNeurophotonicscience入門」

　　　松崎　政紀（東京大学大学院 医学系研究科） 

Lecture Ⅴ 「シナプス集団に働く可塑性」

　　　加藤　英之（理研ＢＳＩ−トヨタ連携センター） 

Lecture Ⅵ 「シナプス可塑性のシステム生物学」

　　　黒田　真也（東京大学大学院 理学系研究科） 

特別招待講演 「分子から心へのmissing link」

　　　伊藤　正男（理化学研究所 脳科学総合研究センター）

共催 日本神経回路学会

文部科学省科研費・統合脳5領域

文部科学省科研費・特定領域研究「情報統計力学の深化と展開」

独立行政法人　理化学研究所　脳科学総合研究センター

【ASCONE 2009　『視覚情報表現の獲得』 】

Autumn School for Computational Neuroscience

2009年10月31日（土）〜 2009年11月3日（火）かたくら諏訪湖ホテル 　 　　参加者：　43名

運営委員 加藤　英之（理研ＢＳＩ−トヨタ連携センター）

鮫島　和行（玉川大学　脳科学研究所）

酒井　裕　（玉川大学　脳科学研究所）

渡辺　正峰（東京大学　工学系研究科）

山本　慎也（産業技術総合研究所）

樺島　祥介（東京工業大学）

Lecture I  「視覚的に捉えた物体像の脳内表現」

　　　谷藤　学（理化学研究所 脳科学総合研究センター）

Lecture Ⅱ 「受容野概念の多次元空間への拡張と刺激選択性」

　　　大澤　五住（大阪大学大学院 生命機能研究科）

Lecture Ⅲ 「高階データ表現の自己組織化と多システム学習」

　　　古川　徹生（九州工業大学大学院 生命体工学研究科） 

Lecture Ⅳ 「受容野の数理モデルと機能的解釈

　　　佐藤　俊治（電気通信大学大学院 情報システム学研究科）

Lecture Ⅴ 「心理物理現象から読み解く物体像処理のメカニズム」

　　　林　隆介（理化学研究所 脳科学総合研究センター）

Lecture Ⅵ 「多重自己組織化マップで獲得される情報表現」

　　　倉田　耕治（琉球大学工学部機械システム工学科）

Satellite Discussion 「特別討論課題の解説」

　　　一戸　紀孝（弘前大学）

共催 日本神経回路学会

文部科学省科研費・統合脳5領域

文部科学省科研費・特定領域研究「情報統計力学の深化と展開」

事業推進担当者が主として関わった各種開催行事
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【ASCONE 2010　『意識の実体に迫る』】

Autumn School for Computational Neuroscience

2010年10月30日（土）〜 2010年11月2日（火）　東北大学片平キャンパス 　　　参加者：　54名

運営委員 筒井健一郎（東北大学　生命科学研究科）

加藤　英之（理研ＢＳＩ−トヨタ連携センター）

鮫島　和行（玉川大学　脳科学研究所）

酒井　裕　（玉川大学　脳科学研究所）

渡辺　正峰（東京大学　工学系研究科）

山本　慎也（ＮＩＨ） 

Lecture I  “意識の神経メカニズムをめぐって（基礎編）” 

　　　渡辺 正峰（東京大学）

Lecture Ⅱ “Neuronal mechanisms of conscious visibility - contrastive approaches using ‘invisible’ stimuli” 

　　　土谷 尚嗣（カリフォルニア工科大学）

Lecture Ⅲ "注意の計算理論で盲視を調べる”

　　　吉田 正俊（生理学研究所）

Lecture Ⅳ "知覚判断の神経メカニズム”

　　　宇賀 貴紀（順天堂大学）

Lecture Ⅴ "意識の測り方！？”

　　　金井 良太（University College London）　　

特別招待講演 “クオリア？〜心の主観と、行動／神経の客観” 

　　　下條 信輔（カリフォルニア工科大学） 

共催 日本神経回路学会

「包括型脳科学研究推進支援ネットワーク」(文部科学省科学研究費補助金）

東北大学包括的脳科学研究・教育推進センター

「ヘテロ複雑システムによるコミュニケーション理解のための神経機構の解明」

(文部科学省科学研究費補助金）

【ASCONE 2011 『神経ネットワーク の 静 と 動』 】

Autumn School for Computational Neuroscience

2011年11月3日（木）〜 2011年11月5日（土） かたくら諏訪湖ホテル　　　参加者：　38名

運営委員 加藤 英之（理研ＢＳＩ−トヨタ連携センター）

鮫島 和行（玉川大学　脳科学研究所）

酒井 裕　（玉川大学　脳科学研究所）

筒井 健一郎（東北大学　生命科学研究科）

山本 慎也（ＮＩＨ）

渡辺 正峰（東京大学　工学系研究科） 

Lecture I 「神経行動学から考える『生まれと育ち』」：

　　　和多 和宏（北海道大学）

Lecture Ⅱ 「活動依存性可塑性のモデル」

　　　豊泉 太郎（理化学研究所）

Lecture Ⅲ 「嗅覚回路の配線図を電極のみで解き明かす」

　　　風間 北斗（理化学研究所）

Lecture Ⅳ 「神経情報処理の舞台を探る-自発活動と皮質回路のコラボレーション- 」

　　　寺前 順之介（理化学研究所）

「神経ネットワーク の 静 と 動」

　　　能瀬 聡直（東京大学）

共催 日本神経回路学会

「包括型脳科学研究推進支援ネットワーク」(文部科学省科学研究費補助金）

「メゾスコピック神経回路から探る脳の情報処理基盤」(文部科学省科学研究費補助金）

「ヘテロ複雑システムによるコミュニケーション理解のための神経機構の解明」

(文部科学省科学研究費補助金）

東北大学包括的脳科学研究・教育推進センター

Special

Lecture
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【脳科学リテラシー部門研究会】　　　　                            　於：玉川大学

オーガナイザー 原 塑(H20年度）・隠岐 さやか（H21年度）・小口 峰樹（H22年度～）　 (玉川大学脳科学研究所）

第8回

2010/10/16-

17
(参加者：20名）

「意識の脳科学と哲学」

講演１　「『盲視（ブラインドサイト）』の示唆するもの：モデル動物からの知見」 

　　　　　高浦加奈（玉川大学）

講演２　「意識障害の評価と治療：特にNeuromodulation療法について」

 　　　　　深谷 親 氏（日本大学） 

講演３　「意識障害の臨床倫理：診断基準、リハビリテーション、そして終末期決定」

　　　　　戸田聡一郎 氏（東京大学）  

講演４　「意識の神経基盤と形而上学」 太田紘史 氏（京都大学） 

講演５　「意識の高階説と一階説」 佐藤亮司 氏（東京大学）

第9回

2011/2/27

(参加者：19

名）

 「精神医学と哲学」

講演１　「こころと脳の自己制御」

　　　　　笠井清登 氏（東京大学医学部）

講演２　「精神医学と治療のアポリア」

　　　　　生田 孝 氏（聖隷浜松病院）

講演３　「精神療法は生き残れるか？－精神医学基礎論（Philosophy of Psychiatry）の観点から－」

　　　　　田所重紀 氏（千葉大学医学部）

第10回

2011/10/8
(参加者：25名）

「記憶と証言」

講演１　「記憶研究の脳科学リテラシー」 

　　　　　中澤 栄輔（東京大学グローバルCOE「共生のための国際哲学教育研究センター」特任助教）   

講演２　「記憶と嘘」 

　　　　　藤井 俊勝（東北大学大学院医学系研究科准教授）

  講演３　「子どもの証言：出来事の記憶をどう聞くか」 

　　　　　仲 真紀子（北海道大学大学院文学研究科教授）

第11回

2012/3/3
(参加者：40名）

「精神医学と哲学」

講演１　「精神疾患の生物学的研究の課題」

　　　　　加藤 忠史 氏（理化学研究所 脳科学総合研究センター）

講演２　「現代において正常と異常を考える―臨床哲学の見地から」

　　　　　加藤 敏 氏（自治医科大学 精神医学教室）

  講演３　「看護師の語りと現象学的分析の方法」

　　　　　村上 靖彦 氏（大阪大学大学院人間科学研究科）

第12回

2013/3/16
(参加者：20名）

「脳科学と宗教」

講演１　「神経生理学とユダヤ教―B・リベットの『マインド・タイム』を中心とする

                                                                                業績の宗教哲学的解釈」

　　　　　星川啓慈氏（大正大学文学部教授）

講演２　「宗教／宗教学における脳科学の位置付け」

　　　　　松野智章氏（東洋大学文学部非常勤講師）

講演３　「脳科学と宗教体験をめぐる研究の医学的な意義について」

　　　　　杉岡良彦氏（旭川医科大学医学部医学科講師）

主催 玉川大学脳科学研究所
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脳科学研究所若手の会は、2004 年（平成 16 年）度に採択された玉川大学 21 世紀 COE プログラム「全人的人間科

学プログラム」に携わる若手研究者が相互に交流し、研究に対する視野を広げることを目的に発足しました。その活

動は 21 世紀 COE プログラム終了後も途切れることなく、玉川大学グローバル COE プログラム「社会に生きる心の

創成」へと引き継がれました。本会の代表的な活動は、月に 1 回開催される談話会で、2012 年（平成 24 年）度末

には 89 回の開催を数えるまでになりました。様々な分野で先進的な研究を進めている若手研究者を講師として招き、

研究員や大学院生などの若手研究者が交流する場となっています。

若手の会談話会
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玉川大学グローバル COE プログラム　成果報告書
2013 年 8 月

玉川大学脳科学研究所
グローバルＣＯＥプログラム事務局
玉川大学学術研究所 研究促進室
〒 194-8610 東京都町田市玉川学園 6-1-1
TEL 042-739-8666 t.instit@adm.tamagawa.ac.jp
http://gcoe.tamagawa.ac.jp/


